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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 登校拒否児においてしばしばみられる不定愁訴は，

午前中に強く午後には軽快する傾向があるが，このよ

うな状態は，生体が有する本来の概日リズムの変調に

関連するのではないかと推測される．そのため，何ら

かの不定愁訴をもち当科外来を受診した登校拒否児を

対象に，生体の概日リズムを反映すると思われる血中

のコルチゾール（Cor）とβ一エンドルフィン（β・Ep）

を測定し，その日内変動パターンを分類し，臨床的意

義を検討した，

 対象及び方法

 1984年11月から1986年3月までに当科外来を受診し

た登校拒否児34名とそのコントロール群10名につい

て，3時間毎に連続して8回採血し，血中Corとβ一Ep

をradioimmunoassayにより測定した．得られたデー

タをもとに概日リズムのグラフを作成し，検：無した，

 結果

 1．登校拒否児においては，血中Cor及びβ一Epの概

日リズムの異常が，それぞれ18％及び76％に認められ

た，一方，コントロール群における異常は，それぞれ

0％及び10％に止まった．

 2．β・Epの概日リズムは，登校拒否状態時に異常パ

ターンを示し，軽快後，登校可能となった状態では正

常パターンを示した．

 3．登校拒否児の不定愁訴（特に落痛）の強さと血中

β・Epの分泌量との間に有意な相関々係は認められな

かった．

 4．登校拒否児の予後及び重症度については，Cor，

β・Ep両者にリズム異常例は，どちらかといえばより重

症であり，予後不良の傾向にあった（統計的に有意差

なし）．

 考察

 1．血中Corは，生体の“生命”にとってより根幹的

な物質であり，登校拒否児でも正常リズムパターンを

保っているものが多く，そう容易には乱れない事がう

かがわれる．

 2．血中β一Epは，不登校状態時に有意に異常パター

ンを示し，本来有する生体リズムに乱れを生じている

ことが推測される．しかし，軽快し登校可能となると

正常パターンに復することから，β一Epは，内因的生体

反応をより即時的に反映している可能性がある．

 3．疹痛とβ一Epとの関連については，従来種々の報

告があるが，不定愁訴についての本研究の結果からは，

β・Epが柊痛の域値に直接影響するのではなく，内因的

反応，つまり痛覚反応の変調として関連しているので

はないかと推測される．

 4．血中Cor及びβ一Epの概日リズムの乱れは，登校

拒否児の予後推定に役立つ一因子になりうることが示

唆された．

 結語

 登校拒否児について，血中Corとβ一Epの日内変動

パターンを検討した．その結果，登校拒否児では，β・

Epの概日リズム異常例が高率に認められた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 登校拒否症における不定愁訴は，午前中に強く夜軽快するという日内変動を示すことが特徴的とさ

れている．本研究は，登校拒否児において血中コルチゾール，β一エンドルフィンの日内変動を分析し，

臨床症状の変動と対比した結果，β一エンドルフィンの概日リズムの異常が大部分の例に認められ，か

つその異常が臨床症状と相関することから，登校拒否児の生体リズムの乱れが，β一エンドルフィンの

概日リズムの異常と相関することを示唆した，学術上価値ある研究である．
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